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質問 次の 1.〜13.の評価は、絶対評価か、相対評価か。あるいは両方とも利用している評価か。 
1. 60点以上が合格となるテスト。 
2. 「去年までの先輩のデータから考えて、合格点は 60点とします。」というテスト。 
3. 平均点以上を合格、平均点未満は不合格となるテスト。 
4. 一般入試（学力試験で得点が高い人から合格していく入試）。 
5. 縄跳びで連続 100 回以上できたら合格。 
6. オリンピックの金、銀、銅メダル。 
7. 作文のコンクール。最優秀賞を 1作選出。 
8. 作文のコンクール。最優秀賞にふさわしいと思われる作品が複数ある場合は、何作に対
しても授与。 
9. 作文のコンクール。最優秀賞を 1作選出。該当作なしの場合あり。 
10. 作文のコンクール。最優秀賞にふさわしいと思われる作文が複数ある場合は、複数作
に授与する。該当作なしの場合あり。 
11. 偏差値 65以上を A、偏差値 55以上 65 未満を B、偏差値 45 以上 55 未満を C、偏差























































































































































































に、受賞作が複数ある場合も 2 作までで、3 作が同時受賞したことはない）。芥川賞、直木賞は、
この賞にふさわしい作品にのみ賞を授与していると考えられる。 
11. 偏差値 65以上を A、偏差値 55以上 65未満を B、偏差値 45以上 55未満を C、偏差値 35
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